
大阪府養護教育研究会会報 

このページでは要点だけをお知らせしています。 

追加記事は、本ページのリンクをクリックください。新しいウィンドウが開きます。 

府養研から 

研究部から 

府養研ニュース ２００４年６月号

府養研ニュースは各種案内等の事務連絡と一緒に、毎月第１月曜日にＥメールで配布されてい

ます。第１月曜が祝日であれば火曜日発行になります。来月7月号は7月5日発行です。 

一部メール網がまだ整備中もしくは検討中の市町村は、郵送または逓送されています。

平成１６年６月７日発行 大阪府養護教育研究会（広報部) 

事務局  豊中市立南桜塚小学校  会長 西田 益久 〒561-0882 豊中市南桜塚2-2-1

問い合わせ・ご意見は、Mailで本部役員まで   

会長はじめ、役員と事務局が変わりました。

  ホームページもご覧ください。 

○ニュースの全部とバックナンバーもご覧になれます。 http://fuyouken.visithp.jp/ 

○返信・投稿・問い合わせ用メールは にお願いします。 

ご注意 ウィルスメールが蔓延しているようです。対策はお済みですか？

 総会 

多数参加ありがとう

ございました 

平成１６年５月１３日（木）  アウィーナ大阪で行われました。 

事業・収支決算・会計監査報告の後、新役員選出、事業計画・予算案の

審議、新会長は豊中市立南桜塚小学校、西田校長に。総会後の講演は

大阪教育大学教授の大沼直樹先生 「教師の専門性をいかに高めるか」

でした。 

 役員総会（本部役員・支部役員のみ 今年度役員の方、ご予定ください） 

●第１回平成１６年６月１０日（木）午後３時～５時 アウィーナ大阪３階生駒の間 

●第２回平成１６年９月９日（木）午後３時～５時 アウィーナ大阪３階生駒の間 

●第３回平成１７年１月１３日（木）午後３時～５時 アウィーナ大阪３階生駒の間 

府養研主催の障害者ケアマネージメント夏期研修会 

○平成１６年８月９日（月）～１２日（木） 午前１０時～午後５時 たかつガーデン

夏季講座の予告 日時 8月16日・17日9：30～17：00 

テーマ「2学期から役立つICT活用」 



情報提供（他団体から） 

その他、府養研ホームページのリンク集もご覧ください。 

○ICT活用 

   プロジェクト

大杉成喜（国立特殊教育総合研究所）、廣瀬正彦（こ・めでぃあセンター）

ほかの講師陣にお願いし、3時間を一こまに数多くの講座を持ち、参加者

が講座を選んで受けていただけるようにする予定です。 

案内は府養研ニュース7月号でお知らせしますので、多数ご参加ください。

○自閉症教育 

   プロジェクト開始

日時：2004年6月30日（水）午後4時～  

会場：豊中市教育センター研修室（ルシオーレ６階） 

内容：「自閉症の障害特性の理解に基づく対応の工夫」 

講師 金井孝明（自閉症プロジェクト事務局・堺市立百舌鳥養護学校教諭）

http://homepage1.nifty.com/kanaipage/

「特別支援教育」 

大阪府教育センター 

紹介記事

http://www.osaka-c.ed.jp/kak/syougaig/sien/mein/main.htm

全特連  

2004.10.27 28 29
http://www5f.biglobe.ne.jp/̃zentokuren_h/

近特連奈良大会 二次案内 

2004. 8. 5（木）
http://www.eonet.ne.jp/̃ues/kintokunara/

全国病弱教育研究会全国大会

（滋賀大会）
http://www.kodomo.co.jp/zenbyoken9/

全国肢体不自由教育研究協議

会和歌山大会
http://www.nanki-sh.wakayama-c.ed.jp/zensiken/annai1.htm 

日本肢体不自由教育研究大会 http://www.normanet.ne.jp/̃nishiken/youkou.html

アクト大阪 ホームページ 

自閉症・発達障害支援センター

事業

http://homepage3.nifty.com/actosaka/

自閉症協会 大阪府支部 

 立松英子先生 講演会

「重度の知的障害を伴う子どもたちへの支援 

   ～その行動の見取りとかかわり方について～」 

講師  立松英子先生（東京都立南大沢学園養護学校教諭） 

大阪市立中央区民センター７月３１日（土）・８月 １日（日） 

大阪府内１０校、大阪市内４校の知的障害児養護学校宛てに

は案内チラシと共に、招待券を２枚ずつ送付してあるそうで

す。

ドラマ「光とともに」のＨＰ

光とともに～自閉症児を抱えて～のドラマ 

原作の漫画の方は第6巻が出ました。 

http://www.ntv.co.jp/hikari/



特別支援教育(大阪府教育センター) 
http://www.osaka-c.ed.jp/kak/syougaig/sien/mein/main.htm 

 
大阪府教育センターが、特別支援教育について開いているページです。特別支援共育に

関する情報等がコンパクトにまとめられています。 
今後、大阪府や国の動きにあわせて更新されていくことが望まれます。 
各コーナーごとの内容（2004 年 6 月 6 日現在）を簡単に紹介します 

 
特別支援教育とは 

特別支援教育について簡単にまとめられています。 
 

関係答申等 

特別支援教育に関係する答申等へのリンク集です 
 

大阪府教育センターにおける 

「特別支援教育コーディネーター」研修 

現在、盲・聾・養護学校の平成 16 年度障害教育地域支援コーディネーター実践研修の内

容一覧があります。 
 

ＬＤ（学習障害）、ＡＤＨＤ（注意欠陥／多動性障害）、

高機能自閉症、アスペルガー症候群 

「定義及び判断基準等」、「ＬＤ、ＡＤＨＤの理解」、「高機能自閉症、アスペルガー症候

群の理解」について、理解や支援の方法等も含めやさしくまとめられています。 
リーフレットもこちらからみたり(PDF 版)、ダウンロード(Word 版)できます。Word 版

は A3 版ですので A3 対応のプリンターが必要ですが、印刷するにはこちらをダウンロード

するのもいいでしょう。 
 

大阪府教育センター版 

「個別の指導計画」 
平成 12 年度から 14 年度に大阪府教育センターが行った、「個別の指導計画に関する研

究」のまとめが掲載されています。 
「個別の指導計画（プロフィール表）」、「個別の指導計画」の説明や書式が掲載されてい

ます。実際に個別の指導計画作成上の参考になる資料です。書式が、画像で貼り付けられ

ていますので Word 等で修正はできませんが、印刷して、一度記入してみて検討すること

も、各校に応じたものを作っていくことの参考になるのではないでしょうか。 
 

文責：田村真一(大阪府養護教育研究会書記) 

http://www.osaka-c.ed.jp/kak/syougaig/sien/mein/main.htm


社団法人 自閉症協会 大阪府支部 
平成１６年度 夏期講演会 
  

                    

 

*************************************************************************************** 

 

重度の知的障害を伴う子どもたちへの支援 

   ～その行動の見取りとかかわり方について～ 
 

*************************************************************************************** 

 
 

講 師   立松英子先生  東京都立南大沢学園養護学校教諭 
 

日 時   ７月３１日（土）13：00～17：00 （12：30～ 受付け開始）  
８月 １日（日）10：00～17：00  

 
場 所   大阪市立中央区民センター     TEL 06-6267-0201 

大阪市中央区久太郎町１丁目２番２７号  
    ・地下鉄堺筋線・中央線「堺筋本町駅」下車③号出口から直進（東へ） 

８０ｍ（中央大通り添い）中央区役所・中央保健センター東隣 
 

参加費   会員1500円  一般3000円 （当日、受付でお支払いください） 
※ 申し訳ありませんが、昼食は各自ご用意ください。 

土曜または日曜だけの参加の場合 
                  ３１日（土） 会員  500円 一般1000円 
                   １日（日） 会員1000円 一般2000円 
 

定 員   ７０名  
       ※申込み締め切り ７月２０日（火） 

なお、締め切り前でも、定員になりしだい締め切らせていただきます。 
 

申込み・問合せ先  
自閉症協会大阪府支部 事務局  

〒558-0004 大阪市住吉区長居東３－１５－３－１０１ 
                 Tel /Fax ０６－６６９４－００８４ 

※ ファックスまたは郵送にて、お申込みください。 
 

 
言葉がわからない・・・ 
いったい何を見て、何を考えているのか

さっぱり解らない・・・・ 
そんな障害の重い子どもたちへの支援を

考えませんか？ 
 



【内容】 
３１日（土）【基礎編】 13：00～17：00  発達評価の意義と太田ステージ評価の理念について 

                          ～言葉のない子どもを中心に～ 
    １日（日）【実践編】  10：00～12：00  太田ステージ評価の操作法 
               13：00～17：00  教材を使った学習支援 

 
【立松英子先生の紹介】 

所属  都立南大沢学園養護学校（中学部） 
及び東京学芸大学大学院連合学校（博士課程） 
教育学研究科発達支援講座（指導教官：太田昌孝教授）３年 

立松英子先生は、養護学校において長年太田ステージ評価に基づいた教育実践と研究を行ってこられました。 
東大病院で太田先生のもとで自閉症の治療教育を学ばれた後、養護学校で実践を続けながら、現在も学芸大学で太

田先生の指導のもとで研究を続けておられます。その傍ら、「障害児基礎教育研究会」に所属し、教材教具の研究・

開発を通して、障害の重い子どもの学習支援について仲間と共に学んでこられました。 
 

【太田ステージとは】 
自閉症児の教育では、個々の理解力に合った課題設定やコミュニケーション方法の選択が重要と言われます。 
太田ステージは、東京大学医学部精神神経科における自閉症児のデイケア治療から生まれた、簡便で信頼性の高い

認知発達の評価法です。１９９２年に出版された「自閉症治療の到達点」及び、「認知発達治療の実践マニュアル」

（日本文化科学社）で紹介されています。（最近は知的障害児にも施行され、言語表出やIQなど様々な発達指標と

相関が高く、発達評価としての有用性が確認されています。）  
 
【障害児基礎教育研究会】 http://www.inv.co.jp/~kiso/ 

この研究会の特色は、 
１）会員が特殊教育の教員だけでなく、障害のある人にかかわる医師、作業療法士、保護者など、多彩な分野の方

で構成されていること。 
２）見る、手を伸ばす、など、発達の初期の打開から記号操作及び概念形成（言葉、数）への過程を、教材教具を

用いた実践に基づき、実証的に解明しようとしていること。 
３）実践のVTRを見ながら討議を行い、子どもと指導者が教材を媒介に交信（コミュニケーション）しながら、

共に学び合う存在として取り組む姿勢を大切にしていることです。例会は月１回行われ、報告者は指導場面のビデ

オ記録を持参し、討議に臨みます。 

                       
    平成１６年   月   日 

 

平成１６年度 夏期講演会 参加申込書 
  
 

両日とも参加します。   ／      31日  ・  １日  のみ参加します。 

 
【名前】                    【大阪府支部】 会員 ・ 非会員  
 
【住所】                    【電話】              
 
【勤務先】                                     


